
みなさんこんにちは！今回は、今熊一
丁目、七丁目の「おわり坂」を走ってみ
ました。「おわり坂」は上今熊から三津
屋川にかかる地蔵橋までの急な坂道、
特に下り坂が最高です。ここが「おわり
坂」と呼ばれている由来はいくつかあ
るのですが、高野山を参詣した人々が
堺方面に帰るとき、この坂を上るとあと
は緩やかな下り道が続くことから、上るのは「おわり」といっ
たことに由来する説。又、池の改修など、この土地で古くか
ら土木工事に従事していた専門的技術者が「尾張」、現在
の名古屋方面から来ていてこの辺りに住まっていたので
「尾張坂」の文字をあてた等、さまざまな説がありますが、い
ずれにせよ、今も「おわり坂」と呼ばれて地域の人々に親し
まれています。これから春になれば、おわり坂の上から帝塚
山学院大学や公民館付近の桜がとても綺麗に見えます。自
転車に乗って、おわり坂をくだると心地よい春風を感じるこ
と必至ですが、スピードにはくれぐれもご注意を。

「おわり坂」を走る
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クルマで走ってちゃ見逃してしまう、そんな大阪狭山市の魅力スポットをナビゲート！
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